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空中写真に関しては､有限会社ふじたに委託し､ラジコンヘリによる撮影を行った｡カラーは6X6･

35mmフイルム､白黒は6x6フイルムでの撮影を行った

追捕写真に関しては､カラー･白黒ともl=､6x6･6x7･35nlnフイルムによる撮影を行った.デジタ

ルカメラでは約200-300万画素相当での撮影を行った｡

遺物写真に関しては､奈良文化財研究所牛嶋茂氏の指導助言により､竹田･今塩屋が撮影した｡

掲載写真のうち､6ツ切サイズについては4×5フイルム､キャビネサイズ以下については500万画素

相当のデジタルカメラで撮影を行った｡

撮影に使用した機材等は以下のとおりである｡

遺構写真
カメラ :ゼンザプロニカSO-Ai(6x6)

ペンタックス67Ⅱ(6x7)

ニコンFIOO(35mm)

コニカ現場監督ズーム(35rnm)

ソニーサイバーショットDSC-S75(デジタル)

レンズ :ゼンザプロニカZENZANON-PS50mml:3.5(6×6)

ゼンザプロニカZENZANON-PS180mml:4.5(6×6)

ペンタックスSMCPENTAX6775mml:4.5(6×7)

ニコンAFNIP(KOR28-105mml:3.5-4.5D(35mm)

フイルム:富士フイルムプロピア100F(カラーリバーサル)

富士フイルムネオパン100アクロス(白黒ネガ)

コダックT-MAXIOO(白黒ネガ)

富士フイルムSUPERIAIOO(カラーネガ)

遺物写真

力メヲ .トヨビューTV45GX(4×5)

コニカミノルタディマージュAl(デジタル)

レンズ :NIKKOR-AM*ED210mml･56(4×5)

ストロボ.コメットジェネレーターCB-2400Ⅲ(4×5.デジタル共通)

コメットストロボcLX25min(4×5､デジタル共通)

フイルム 富士フイルムプロビア100F(カラー｣ノバーサル)

デジタル:2560xl920pIXel.CD-Rで収蔵



図版 1

今も昔も交通の結節点

市房LIJに端を発する-ツ瀬川｡悠久の川の流れは､西都市街やEEl園広がる沖積平野を形作ってきた｡そこは､米良推i道やそれを辿っ

た国道219号績､宮崎～西都問をつないだ鉄道妻線が走り､今､高速道路建設も進みつつある｡遺跡一帯は､今も葺も交通の結節点な

のである｡ (写真下中央から妻綿跡 ･右下から国道219号綿 ･中央は高速道路西都LC)

-5-



図版 2

遺跡一帯は "第2の港"
宮ノ東通跡一帯は -̀第2の港"である｡

宮ノ乗遺跡を語る上で､-ツ諌削Ilの存在抜きには進めない.舟は河口滝から遡行して､本道跡付近を終肩点とした｡遺跡から見て対

岸の ｢船虫｣｢四日市｣といった字名はその名残であろう｡宮ノ東遺跡一帯は古くから社会 ･文化の中心であった (遺跡は写真中央の

赤屋根奥の台地端)｡
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図版 3

西方上空より遺跡を望む

写喜中央スギ林が宮ノ乗遺跡で､

眼下の水田の合間を担って藤Lu川が

流れるO対岸左手のスギ杯は有毒城

跡で､両者ともに昭和40年代まで

は集落であった｡移転から30年､

茂るスギ木立は集落の記憶をうすめ

つつある｡

写真奥は新田原台地と日向潮｡

遺跡上空より西都原を望む
古代､白く輝く丘であったに違い

ないC区O何を意図して整地された

丘たったのだろうか｡

写真奥右はC区から望むことので

きた西都原台地｡
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図版 4

雫 琴 真義 恵 窪

等 三幸毒 蓋 h_･ 卜

発掘調査風景

宮ノ東遭跡の発掘調査は､退跡のほんの一部を切り取ったに過ぎない｡現代に至るまで連綿と続く人の営みは､結果として超高密度

の遺構調査の日々をもたらした｡写真は調査後半､2005年晩秋のもので､西都l.Cから続く高速道端建設が目前に迫っている｡
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図版 5

1 排群(SIl)検出状況Q)(北から)

2 琳群(Sl1)抜出状況②(西から)

旧石器時代の調査(1)A区北半
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図版 6

1 押水相場下で椎威した様相を見せるAT(Bl区 .AIA'ライン)

2 棟軒(S14)描出状況(B2区 .酉から) 3 高速道指腰紐中のA区東壁(調空区を横断する望道から雨を望む)

5商53E造指建設中のB2区北野(調査区をJJ断する望遠から北を望む)

旧石器時代の調査(2)A区 ･Bl区 ･B2区

-10-



図版 7

1 蝿文時代陥し穴城追捕(S1135)(B2区･蘭から)

2 縄文時代的し穴状iL柄(S1135)の鵬面 (B2区 .雨から)

4 弥生時代竪穴住居跡(S6851)完掘(A区北半 ･粟から)

5 弥生時代竪穴住屈跡(S3713)退物出土状況 (A区両半】

3 縄文時代的し穴状iL梢(S2330)(Bl区･北から)

6 弥生時代竪穴住居跡(S4711)iB物出土状況(A区両半)

縄文時代 ･弥生時代の調査 A区 ･Bl区 ･B2区

-1l-



図版 8

1王政なり合う竪穴住居跡群(S762岡辺)(栗から)

2 政なり合う雪穴住居秒群(S3713周iZZ)(丙から)

古墳時代の調査(1)A区南半

- 12-



図版 9

1 折EE]原台地を望む竪穴住居跡群(Bl区)

2 スギ林下にqi:る古In時代～古代警穴住居跡耶(B2区)

古墳時代の調査(2)Bl区 ･B2区

- 13 -



1 撃穴住居跡(S4446)全景(北から)

2 S4446id物出土状況

3 竪穴ti屈跡(S713)全景(東から)

4 S713全車(繭から)

6 昭を持つ竪穴住屈跡群(S570.S739)(雫から)

古墳時代の調査(3)A区南半

-14-

5 S713i且切出土状況



図版 11

1笹穴住居跡溌(S4312周辺)完堀(A区雨半 ･雫から)

3 雪穴住居跡群(S990IS4070周辺)完掘(A区甫半 ･粟から)

5 嗣空中の剛寸竪穴住居跡(S1114･S1115)(82区 ,発から)

7 土抗(S2209)退物出土状況(B2区)

2 竪穴住居跡群(S651岡iZ])完拓くA区商学 ･東から)

4 竪穴ti屈跡群(S785岡iZ])完堀(A区雨半 ･東から)

6 MIOOOから出土した土器 (B2区)

8 土抗(S2121)退切出土状況(B2区)

古墳時代の調査(4)A区南半 ･B2区

-15 -



図版 12

1 撃穴住居跡(S2577)全景(商から)

2 S2577の穐(S2578)

4 S2577炭化材 ･焼土積出状況Q)

3 S2577i色物出土状況

5 S2577炭化材 ･焼土横出状況電)

古墳時代の調査(5)Bl区

-16-



図版 13

1撃穴住居跡(S6330)全景(商から)

2 S6330id物出土状況

4 S6330f言ヨ状況 5 土器埋設炉(S2044)

古墳時代の調査(6)Bl区

-17-



図版 14

1竪穴性居跡(S1115)穂積出城況(B2区)

3Sl115の屯.完堀(B2区)

5 Fh焚き口郡に埋め込まれたJX(S2005)(Bl区)

7 旬(S2068)退物出土状況(Bl区)

2S1115のFI,娼EE状況(B2区)

4 竪穴住居跡(SIO97)の招(B2区)

6 竪穴住居跡(S5651)の句(S5010)(Bl区)

8 河(S2030)退物出土状況(Bl区)

古墳時代の調査(7)Bl区 ･B2区

-18-



図版 15

1 撃穴住居跡(S2426)全景(雫から)

2 里と士別支即との関係(S2425)

3 S2426の稚(S2425)

4 S2425の正面tR!

古墳時代の調査(8)Bl区

-19-



図版 16

1帯 坪 の 取 乱 す る 穐(S1775)

3 撃≡穴住居跡(S2739)全景

5 竪穴住居跡(S2821)のfi(S2822)

2 Tt(S2771)の土師器監

4 S2739の招くS2740)

6 竪穴住屈跡(S5658)の同(S5011)

古墳時代の調査(9)Bl区

- 20-



図版 17

1調臣民全面に広がるiL偶群(A区北半 ･雨から)

2 過雫化を見せる竪穴住居跡群(Bl区 ･雨から)

古代の調査(1)A区北半 ･Bl区

- qi-



図版 18

1 竪穴住居跡(S5007)全景(Bl区･北から)

2 土笛埋設炉(S5007)(Bl区) 3 竪穴住居跡(S640)の土器埋坦炉(A区繭半)

4 竪穴住屈跡(S462)の土器埋設炉(A区丙等)

古代の調査(2)A区南半 ･Bl区

- 22-

5 土器埋設炉(S2381)(Bl区)



図版 19

1撃穴住居跡(S2874)全景(北から)

2 寒冷抄の下での発混作艶(2004年盛夏)

古代の調査(3)Bl区

- qg -

3 竪穴住居跡(S2874)の可(S2873)と士琵埋設炉(S5008)



1 竪穴住屈跡(S2991･中央)とその間iZ]

2 竪穴住居跡(S2993)のTi(S2992)

古代の調査(4)Bl区

-24-

3 煙道を持つ札(S2893)



図版 21

12桑の句と1異の土筈増設炉を持つ竪穴住居跡(S5930)(南から)

2S5930の尽くS5945)

3 S5930の托(S5990)

4 S5930の土器埋設炉(S5925)

古代の調査(5)Bl区

-qz-



図版 22

1 竪穴住居跡(S5986)コーナー付近

3 雪穴住居跡(S6228)と周辺(南から)

5 S6228の土賢甥g負炉(S6282)

7 竪穴住居跡(S5998)全景(商から)

2 S5986の稚くS5985)

4 竪穴住屈跡(S5013)の旬(S5977)

6 S5013の托(S5977)

8S5998の取(S5999)

古代の調査(6)Bl区

-26-



図版 23

1 竪穴住屈跡(S6001)とその周辺(雨から)

2 S6001の局(S6000)

古代の調査(7)Bl区

- 27-



図版 24

1 笹穴住居跡(S6055)全身(雨から)

3 緊冗住屈跡(S6060)の穐(S6065)

5 S6324の招(S6323)

7 S6324の土器埋設炉(S6325)

2 S6056の和(S6055)

4 竪穴住居跡(S6324)全景(蘭から)

6 S6324の土器甥規炉(S6325)

B 竪穴住屈跡(S6328)の土器埋設炉(S6326)

古代の調査(8)Bl区

-28-



図版 25

1 温支柱建物跡(SB87)完掘(A区両半 ･西から)

3 掘立桟捜物跡(SB69)描出状況(A区雨判

5 泡立柱建物跡(SB119)のfi71(S5378)(Bl区)

2 屈立性建物跡(SBIO3)完堀(Bl区 ･西から)

4 据立推理物跡(SBIO3)の桟穴(S6515)(Bl区)

6 庖王fi謹物軸(SB125)性穴(S5344)(Bl区)

古代の調査(9)A区南半 ･Bl区

- 29 -



図版 26

1柁崩れ跡とそのigl日であったと気付く

4 垂臥こ引き裂かれた他崩れ面の莞(G～Hライン･丙から)

古代の調査(10)Bl区

-30-

5 1乏さす"誤認'■iZI梢群



図版 27

3 G～Hライン7m北の土層(Bl区･北から)

5 G～Hライン5m北の土層(Bl区･雨から)

2 底の見えないC～Dライン(Bl区)

4 A～Bライン川原石集畑(Bl区)

6 C～Dラインの底をめざす(Bl区)

古代の調査(11)Bl区

- 3l -



図版 28

1 A～Bライン掘削中(Bl区)

2 A～BラインのiEIE]作蕉(Bl区)

4 竪穴状過摘(S5904)と局内土抗(S2742)

6 土LF等(S2427)全軒(Bl区.栗から)

3 竪穴状iL柄(S2028)全景(Bl区 ･蘭乗から)

5 竪穴状泊構(S2596)に伴う砲床炉全書(Bl区 ･雨から)

7土塀墨耶(面面左よりS2868･2867･2866:Bl区･北から)

古代の調査(12)･中世の調査(1)Bl区

- 32-



図版 29

1 土塀星群(iEJ面手前よりS350IS330･S337･S336)(北から)

3 S337i丑物出土状況

5 S581から出土した土器

2 隣接する土塀基(曲面手酌からS337･S336)(北から)

4 土塀E(S581)過物出土状況

6 Fgクリッドl眉から出土した嗣鈍

中世の調査(2)A区南半

- 33 -



図版 30

1南北を校的する溺状退偶群等Q)(S4991IS4938等:A区北半･北から)

2 南北を縦軸する漸犬i3偶群等②(S4991･S4938等:A区北半･雨から)

5 荒捉小溝抜出状況(S70)(A区丙半･蘭から)

3 屋敷鳩となる石細別(S4861)(A区北等)

4 S4991で積出された鎌(A区北半)

6 S70完掘(A区南半 ･雨から)

近世の調査 A区

-34-



図版 31

1旧任岩神社のかつての社殿を偲ぶ

2 里適を登ると見えてくる旧住吉神1土石垣

4 石段西側石垣

3 里道を登る人の8線

5 石段断面

近現代の調査く1)B2区

- 35 -



図版 32

1 石垣を取り除くと見えてきた石垣要戦(S1311)

3帽花掛 こ組まれた鳥居重態(S1170)

5 i自適の崖L=組まれた石垣

4 作業良対艶の現地説明会のようす

6 バ ックホーによる石垣除去作果

近現代の調査(2)B2区

-36-



図版 33

1 防空珊(S2138)近景(Bl区 ･雨から)

5 S2138のLEEE雷能力(Bl区)

2 S2138近景(Bl区)

4 S2138内部の状況(Bl区)

6 移転TE酌まで使われた井戸(A区北半)

近現代の調査(3)A区北半 ･Bl区

- 37-



図版 34

1 S3101完Hi:(雨から)

2 段tDり状過梢(S3101)宗土除去

4 段切り面1完艦(両から)

3 段切り面 1遺構描出状況

5 看過退桶(S3175)稚積出

段切り面の調査(1)Bl区北半

- 38-



図版 35

1 石用退偶(S3175)全景(両から)

2 S3175両酉隅 4 S3175北西隅

段切り面の調査(2)Bl区北半

-39-



図版 36

1 石油iB梢 (S3175)と票琵iB柄 (S3188)

4 S3189様集中部の半挽状況

5 S3188･S3189全弄く北乗から)

2S3188横取中部の抜出状況

3 S3188研集中部の半枚状況

6 S3188冊集中部の炭化材検出1犬況

段切り面の調査(3)Bl区北半

-40-



図版 37

1 石M 納(S3110)全景(北西から)

5 S3110敷石とi且偶塩リ方の関係

2 S3110から西方を望む

4 S3110土層堆摘1犬況(3屈)

6 S3110壁面の立石状況

段切り面の調査(4)Bl区北半

-4l-



図版 38

1 段切り面2石増群ならびに疎く南から)

5 枚切り面3から両方向を望む

段切り面の調査(5)Bl区北半

-42-



図版 39

満城遺構 ･道路状遺構の調査(1)Bl区北半

-43-



図版 40

1 段切り面1よりBl区を望む

2 段切り面1下の近世覇

3 追捕横出状況(北男から)

4 発掘作東風景(2004年掃雨)

満城遺構 ･道路状遺構の調査(2)Bl区北半

-44-



図版 41

1中世の溺状退梢および遵指状退梢群(蘭から)

2 冠絶状iB梢(S3227)の底面 3 満1犬過桶(S3218)退物出土1お兄(S3226)

満城遺構 ･道路状遺構の調査(3)Bl区北半

-45-



図版 42

1 油状iB梢(S3208)土甘

3 S3208全景(Bl区北半 ･栗から) 4 S3209全景(Bl区北半 ･栗から)

中近世の溝状遺構群 Bl区北半

-46-



34版図

C区還す(祇園原方面を望む)

C区の調査(l)

-47-



2C区調宜風景(2004年野)

3 C区尾根1の壁地層断面(南北トレンチ)

4C区尾板1退切出土状況(東西トレンチ)

C区の調査(2)

-48-



図版 45

1 C区の立地する尾坂郡(石基悦を望む :栗から)

2 土坑(S3001)甥土

4 土坑(S3004)土層堆積状況

3 土坑(S3002)甥土

5 土杭(S3008)完iE(南から)

C区の調査(3)

-49-



図版 46

3 粂石(S3005)半私(北から)

2 土坑(S3000)完拍(西から)

4 S3000土層堆積状況

-50 -



図版 47

1Fgく稚凋する達成土(S3102)Q)(時評トレンチ･Bl区)

3 Ltく唯摘する31蛸埋土①(確認トレンチ･A区)

4 不調≡表土鑑別前の宗面採集

2in柄積出状況(坪詑トレンチ･A区)

5 嗣丑区西す<'隈の宅他称カット面の土層堆椙状況

確認調査

-5 l -



図版 48

1層位横転断面(F5クリッド付近:A区両半･雨から)

3耕土桔qIの架価(平成16(2004)年12月21日)

5 発掘作業具考案の先擬用具

7 ホンケジに簸る芸標①

2-ツ瀬川の氾濫(平成16(2004)年9月7日)

4 手の調音風景(平成17年=∃18日)

8 ホンケジlこ簸る毒標②

調査区周辺の状況
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94版図

1 肪火水柵 2 左がオリヤ.右が帆岩場 ･便所

4 クワ畑,奥の木立EJ台地桃をめ('る防風林

5 左より凄貢軍 .ウマヤ､手前はクワ､奥の木立は住吉神社

昭和40年代の岡吉村

7 ⊂ 区 か ら 南 を 旦 む (平 成 19 (2 0 0 7 )年 4 月 2 9 日 )

6 クワ畑からオリヤ ･ウマや,手前に物干L,鳩

a C 区 か ら 醸 LLJ累 日 三 秒 を 望 む (平 成 19(2007)年 4月29日)

-53 -



1 チャート･目黒雇用昭石

2 (参考ii料)日栄産界昭石

選 管

3 (参考責料)チャー ト

旧石器(1)

-54-



図版 51

2 (参考j5榊)流紋岩②
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4 頁芸 ･ホルンフェルス頚②

6 菜箸 ･ホルンフェルス頴◎

.L一㈹l .

8頁岩･ホルンフェルス頬◎

頁芸 ･ホルンフエJL'ス蒲(D

日石器(2)
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5頁岩･ホルンフェルス頒③
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図版 52

2 頁芸 ･ホルンフェルス頬⑳

旧舌器(3)
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1 頁芸 ･ホルンフエJL'ス頬(か
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3頁芸･ホルンフェルス蒲⑨､
尾熊山酸性岩振


